
















Current Issues of Violence against People with Disabilities









と回答している。また、被害を受けた女性の約 9 人に 1 人（9．2％）は、命の危険を感じたことがあ
ると回答している（内閣府2015）。
　DV被害の深刻さや対策の重要性の高まりを受けて、2001年に「配偶者からの暴力の防止及び保護




























































「Domestic Violence」、「Intimate Partner Violence」、「Women with Disabilities」の 3 つのワードを用
いて、①「Domestic Violence」×「Women with Disabilities」、②「Intimate Partner Violence」×












著者（年）/国 研究方法＊ 対象者 結果
①調査対象が女性のみの研究

























































































































成人 ASD では、健常者に比べて 2 ～ 3
倍、性的暴力被害が多く発生していた。性
的知識と性的被害に関連性が見られた。






















QT 男性 136，201 人、 女 性


























































は、アメリカが15件と最も多く、カナダが 2件、イギリスが 1件、オーストラリアが 1件であった。
2 ．暴力の発生率・発生状況
　対象文献のうち、女性のみを対象とした調査（Young et al.1997; Martin et al.2006）によれば、暴力
を受けたことのある女性の割合は、障害女性と健常女性の間でほぼ同じであった。また、加害者で
は、配偶者などの親密なパートナーが最も多いものの（Young et al.1997; Milberger et al. 2003; 










（Milberger et al. 2003）。
　一方、近年、男女の障害者を対象とした調査が行われるようになり、男性障害者の被害状況につい
ても明らかになってきた。たとえば、 Krnjacki et al.（2016）や Smith （2007）によれば、障害者への
暴力の発生率は、男女ともに健常者よりも高く、男性障害者よりも女性障害者で高くなっていた。特
に、性的暴力を受けた人の割合に関しては、障害をもつ男女は、健常者の男女に比べて高いことが



















は、健常女性や健常男性に比べて 2 ～ 3 倍、性的暴力被害が多く発生していた（Brown-Lavoie et 






































　被害者支援の調査としては、発達障害者への性的被害支援の状況を調査した Sobsey et al. （1991）






















開 始 さ れ（Sobsey et al.1991; Mansell et al. 1992）、 次 第 に National Intimate Partner and Sexual 
Violence Survey（NISVS）のような全国標本を用いた大規模な量的調査へと移っていった（Basile et 
al. 2016; Breiding et al. 2015）。初期における調査のもっとも大きな関心は、女性障害者に対する暴力
の被害率を明らかにすることであった（Young et al. 1997; McFalane et al. 2001; Millberger et al. 
2003）。また、1990年代はじめにおいては、知的障害者を含む、発達障害者への暴力被害に関する研






ことなどが明らかになった（Krnjacki et al. 2016）。なお、女性障害者では、特に性的暴力や親密な
パートナーによる暴力被害が高く、男性障害者では身体的暴力が高くなっていた（Krnjacki et al. 
2016）。障害種別では、精神障害者での暴力の発生率が最も高くなっていた（Hughes et al. 2012; 
Krnjacki et al. 2016）。
　このように、障害者への暴力に関する研究の多くは、暴力の発生率や発生状況であったが、暴力を
受けた被害者の心身の健康に関する研究（Barrett et al. 2009; Nosek et al. 2006; Platt et al. 2017）が、
近年、わずかではあるが実施されるようになってきた。発達障害の男女に対する暴力被害についての











　なお、被害者支援に関する調査としては、発達障害者への性的被害支援の調査（Sobsey et al. 1991; 
Mansell et al. 1992）や、身体障害のある女性を対象にした調査（Milberger et al.; 2003）がある。こ
れらの調査からは、支援の物理的アクセスの問題や、支援情報の不足などによって、暴力被害を受け
たことのある女性障害者や男性障害者に対する支援が行き届いていないこと、ニーズに合った支援が













1 ）内閣府男女共同参画局（http://www.gender.go.jp/policy/no_violence/e-vaw/dv/index.html、2017. 7 .21）
2 ）http://www.gender.go.jp/policy/no_violence/e-vaw/law/pdf/houshin.pdf、2017. 7 .21
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Current Issues of Violence against People with Disabilities
―A Review of the Literature―
Chiaki IWATA
　This study examines current issues related to violence against people with disabilities. We 
searched for relevant studies published through July 2017, using the electronic database 
PubMed and Google Scholar with the keywords “disabilities,” “intimate partner violence,” 
and “domestic violence.” We ultimately reviewed nineteen studies. 
　Our results showed that people with disabilities were significantly more likely to 
experience violence. Women with disabilities were more likely to experience sexual and 
intimate partner violence and men were more likely to experience physical violence. 
Violence was associated with poorer health status regardless of participant gender. These 
findings confirm that violence is an important issue for both men and women with 
disabilities.
　There are ver y few studies on violence against people with disabilities in Japan. 
Researchers need to address violence against people with disabilities as a larger social issue 
that exists in Japan.
